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　9月22日㈹、津南町中津川運動公園グラウ

ンドで、ゲートボールを通じて高齢者の健康

保持と交通安全のきまりを体得し、交通事故

に遭わない楽し生活を過ごすことなどを目的

に「郡市高齢者交通安全ゲートボール大会」

が開催され、熱戦を繰り広げました。
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　地域経済の活性化を図り、地域振興に資することを目的に

村単独の地域振興券が発行されました。また特別養護老人ホ

ームr七川荘」のオープンにより高齢者福祉サービスの充実

が図られるなど、住みよい村づくりのため数多くの事業が行

なわれました。

　今後も限られた財源を最大限に活用しr誇りと夢のある中

里村」を目指し、努力して行きます。

齪・
艦譜輪
　周鰍顯

▲村内の地域振興券取扱店は233店にも及びました

使用料及び手数料
81，101干円
（1．8％）

諸収入
85，967干円
（1．9％）

繰入金
253，614干円
（5．5％）

村債
264，400千円（5、7％）

国庫支出金
271，ナ53干円（5．9％）

県支出金
313，294干円
（6．8％）

輪
織
懸

繰越金
71，681干円（1．6％）

　　地方譲与税、地方消費税交付金、
　　自動車取得税交付金、
　　地方特例交付金257，956干円
　　　　　　　　（5．5％）

　　　　　地方交付税
∠●●」12，280・488千円
　　　　　（49．4％）
　　■■

村税
736，176干円
（15．9％）

　一般会計の歳入決算額46億／，643万円．歳出決算額

44億9，122万8干円で．差額が／億2，520万2千円と

なります。このうち、平成／2年度への繰越事業分49／

万円を差し引いた／億2，029万2千円が実質収支とな

り、平成／2年度へ繰り越されました。

平成11年度r般・特別会計決算額　　（単位千円）

項　　　冒 歳’入 歳　出 差引残額

一　般　会　計 4，616，430 4，491，228 125，202

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 562，512 496，311 66，201

倉俣診療所 70，734 65，814 4，920

歯科診療所 47，467 44，404 3，063

老人保健 762，569 762，481 88

簡易水道 303，804 272，845 30，959

下　水　道 1，167，853 1，150，783 17，070

131，503干円
（2．9％）

消防費

193，470千円
　（4、3％）

衛生費
360，181千円
（8．0％）

商工費

議会費
78，903千円（1．8％）

その他
34，151干円（0．9％）

総務費
　　　　　翻759，036『F円
（16，9％）

教育費
396，629千円　　　　　　　　　　公債費
（8．8％）　　　、　、●　　　　　715，730千円

　　　　　　　　　　（15．9％〉
　　　　　　　■■
農林水産費
584，661千円
（13．0％）　　　　　灘盤藁
　　　　　　　　纏欝，嚢雛灘i灘凹
　　　　土木費　　　　獲鱗．薙％叢1

　　　　601，983干円
　　　　（13．4％）

皆さんから納めていただいた村税は地方交付税に

次ぐ歳入の大きな部分を占めています。7億3，617万

6千円のうち、固定資産税と村民税で6億7，956万8

千円となっており、村全体の92．3％となっています。

13，213干円（1．8％）

市町村税たばこ税
30，072千円
（4．1％）

入湯税

村民税
166，936干円
（22．7％〉

麺

軽自動車税
13，323干・円（1．8％）

禦

鑑

固定資産税
512，632千円
（69．6％）
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　村では、平成11年に大蔵省、公営企業金融公庫、市町村振興協会￥J　A十日町の

融資（地方債）を受け、次の事業を行ないました。

一　　般　　会　　誹
事　　業　　名 融資額（単位＝千円） 借　入　先

急傾斜地崩壊対策事業負担金 3，400 大　　　蔵　　　省

県営ため池等整備事業負担金 1，800 大　　　蔵　　　省

県営土地改良事業負担金 1，400 大　　　蔵　　　省

県営ほ場整備事業負担金
　　　　　　　　亀

32，700 大　　　蔵　　　省

中山間地域活性化総合対策事業負担金 9，800 大　　　蔵　　　省

県営広域農道整備事業負担金 27，600 大　　　蔵　　　省

県営広域基幹林道開設事業負担金 4，800 大　　　蔵　　　省

林　道　西　方　線　舗　装　事　業 7，300 大　　　蔵　　　省

林道新屋敷線　開　設事業 9，100 大　　　蔵　　　省

ふるさとづくり道路整備事業負担金 5，600 J　A　十　日　町
県道中深見越後田沢停車場線整備負担金 6，700 大　　　蔵　　　省

林道小沢東山線改良事業 2，300 市町村振興協会

林道小出田代線改良事業 3，000 市町村振興協会

村道干溝市之越線改良事業 26，000 大　　　蔵　　　省

村道倉下　・土倉線改良事業 36，800 大　　　蔵　　　省

村道清　田　山　線改良　事業 22，000 大　　　蔵　　　省

清田山コ　テージ建築事業 19，200 大　　　蔵　　　省

里創プラ　ン中里ステージ 29，000 大　　　蔵　　　省

商　店　街　街　灯　設　置　事　業 6，100 大　　　蔵　　　省

簡　　　易　　　水　　　道　　　事　　　業 3，000 大　　　蔵　　　省

減　　　税　　　補　　　　て　　　ん 6，800 大　　　蔵　　　省

計 264，400
簡易水道特別会計

中央地区統合整備事業他 83，200 大蔵省（年金融資）

下水道特別会辞
特定環境保全公共下水道 350，100 大　　　蔵　　　省

特定環境保全公共下水道 98，500 公営企業金融公庫
計 448，600

　今までに融資を受けた地方

債の平成1／年度末残高は次の

とおりです。

◆一般会計

　　　5，932，198千円

◆簡易水道特別会計

　　　　623，557千円

◆下水道特別会計

　　　2，935，278千円

村の財産は次のとおりとなっています。

村民一人当たりの

地方債残高

1，451，894円

土　　　　　　地　　　　　　　　　1，161，082㎡

建　　　　　　物　　　　　　　　　　44，825㎡

積
　
　
立
　
　
基
　
　
金

財政調整基金　　　　　　455，456千円
減　　債　　基　　金　　　　　　61，281干円

目
　
的
　
基
　
金

建　　設　　基　　金　　　　189，150千円

ふるさと創生基金　　　　89，950千円
地域福祉基金　　　　158，100千円
環境整備基金　　　　245，550千円
国営農用地総合開発事業償還基金270，060千円

中山間地ふるさと水と土保全基金　10，000千円

教育施設整備基金　　　　　10，000干円
文化スポーツ奨励基金　　　　　76，306千円

介護保険円滑導入基金　　　　　59，452千円

村　民　研　修　基　金　　　　　　120，000千円

その他定額運用基金　　　　　　315，000千円
国保財調基金、簡水基金　　　　　　161，865千円

墓　　金　　含　　言豪　　　　　　　　　　　　　　　　2ワ222，壇70手円

村民税

25，537円

固定資産税

泌田田日
　　田　0

78，420円

軽自動車税

2，038円

村たばこ税

4，600円

入湯税
躍～趣

2，021円112，616円

費会
　
．
、
．

2，070円

総務費

116，i13円

民生費

97，136円

衛　生　費

55，098円

農林水産費

89，438円

商工費

29，596円

土木費

1｛ノ蟹192，088円

教育費
翻

鷺餐、60，674円

公債費

109，489円

の他そ

5，224円

687，042円

平成12年10月10日広報なかさと3



1
0
0
｛
を
趨
え
る
儘
臆
も
参
幽

　
　
　
　
～
中
里
村
防
災
訓
練
実
施
～

　
鶉
穣
欝
9
時
憩
分
新
潟
県
糖
部
に
灘
度
6
弱
以
上
と
晃
ら
れ
る
地
震
が
発

生
。
震
源
馳
ぽ
篤
鞭
璽
村
茨
禁
自
羽
毛
地
内
と
見
ら
れ
．
震
源
地
近
く
の
弊

索
沢
．
林
木
沢
新
田
．
自
羽
毛
．
程
島
等
の
桑
落
鞭
は
．
家
屋
の
倒
壊
惣
が

繊
崩
病
に
よ
る
道
路
の
寸
断
等
重
大
な
被
審
が
発
生
。
ま
た
．
高
道
幽
・
清

津
醸
麺
区
の
各
集
落
驚
ぱ
火
災
が
発
生
し
．
折
か
ら
の
強
風
に
よ
O
延
焼
拡

茨
極
．
飛
び
爽
に
よ
る
大
火
の
薙
険
が
あ
る
篇
と
の
想
定
の
も
と
、
9
月
銘

圓
㈱
欝
道
幽
繊
学
校
グ
ラ
ウ
ン
欝
驚
中
璽
村
防
災
訓
練
が
行
な
わ
為
ま
し
楚
。

　
鯛
練
に
ぱ
．
欝
道
鋤
・
溝
津
峡
地
区
の
住
民
の
寿
々
も
大
勢
参
加
し
．
避

難
誘
導
調
練
や
消
突
器
や
バ
翻
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
行

な
燐
議
し
挺
。

◆
火
災
通
報
・

　
　
　
　
　
情
報
伝
達
訓
練

　
住
民
か
ら
消
防
署
に
火
災
発
生
の

電
話
。
役
場
日
直
に
消
防
署
か
ら
連

絡
が
入
り
、
日
直
は
役
場
サ
イ
レ
ン

　
脚

残
　舐

轟
轍

▲火災発生を総務課長に連絡

を
鳴
ら
し
、
総
務
課
長
に
被
害
情
報

を
連
絡
。

◆
現
地
災
害
対
策

　
　
　
　
　
本
部
設
置
調
練

　
役
場
日
直
か
ら
災
害
発
生
の
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃

▲村長に被害の概要を報告

〈
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
せ
よ
！懸

雛

∞∞羅
鑛
灘
灘

を
受
け
た
総
務
課
長
は
、

害
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

職
員
に
現
地
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、

応
急
復
旧
及
び
被
災
者
の
救
出
を
指

示
。

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
難
懸

　
　
　
　
　
　
村
長
に
被

〉
現
地
災
害
対
策
本
部
設
置

麟
繍
劇
叢
、
雛

◆
避
難
所
・
救
護
所
設

　
置
訓
練
及
び
避
難
広

　
報
調
練

　
災
害
対
策
本
部
に
併
設
し
て
避
難

所
及
び
救
護
所
を
設
置
。
保
健
婦
は

　
　
　
　
　
　
蕪
護

▲避難所、救護所を設置し
　　　　　　　避難広報を実施せよ！

◆
避
難
誘
導
訓
練

　
住
民
は
、
消
防
団
員
に
誘
導
さ
れ
、

避
難
所
に
移
動
。
各
集
落
の
代
表
者

は
、
総
監
に
避
難
完
了
の
報
告
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
へ

　
　
避

灘
　
雄

救
護
の
態
勢
を
整
え
る
。
、
広
報
車
は

各
集
落
で
避
難
広
報
を
実
施
。

▲避難所、救護所の設置

　　灘　糠聯鰯

▲広報車は集落へ▲総監へ避難完了の報告
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◆
初
期
消
火
訓
練

　
避
難
し
て
き
た
住
民
に
よ
り
、
訓

練
用
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

る
消
火
訓
練
の
実
施
。

▲慌てずに狙いを定めて

◆
救
援
物
資
輸
送
訓
練

避
難
所
に
救
援
物
資
の
搬
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
．
鑛
懸郷

▲避難所に救援物資到着
概

　　　　　ロ　　ぴ　　すヨ　　　ゑ　お　　

▲全員で協力してバケツリレー

◆
緊
急
出
動
訓
練

　
　
　
　
　
　
及
び
一
斉
放
水

　
各
消
防
団
は
火
災
発
生
箇
所
に
出

動
し
、
一
斉
放
水
開
始
。

謙
〉
消
防
団
に
よ
る
【
斉
放
水

◆
救
出
・
応
急
救
護

　
訓
練

　
消
防
署
員
、
災
害
救
助
犬
な
ど
に

よ
り
行
方
不
明
者
の
捜
索
。
発
見
さ

れ
た
行
方
不
明
者
は
救
急
隊
員
に
よ

り
応
急
手
当
を
受
け
る
。

〉
赤
バ
イ
隊
出
動

灘
灘

〉
行
方
不
明
者
の
捜
査

雛
灘

螂

議灘i

　灘　霧鱒

》
災
害
救
助
犬
も
出
動

麟
饗
職
　
〉
行
方
不
明
者
救
出
ノ

ぐ
ケ
ガ
人
を
応
急
手
当

◆
濃
煙
体
験

　
今
年
度
購
入
し
た
濃
煙
テ
ン
ト
で
、

火
災
の
際
に
発
生
す
る
煙
を
体
験
。

　購’欝　　繍雛
繍

顯
懸
騰

〉
テ
ン
ト
の
中
は
煙
で
な
に
も
見
え
ま
せ
ん

平成12年10月10日広報なかさ’と5



灘

唖鞭響

鱗
灘
．
翻

　
9
月
1
5
日
（
敬
老
の
日
）
、
中
里
中

学
校
体
育
館
で
「
第
2
1
回
中
里
村
老

人
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年

度
対
象
者
（
7
5
歳
以
上
）
8
1
3
名
の

内
3
9
5
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
式
典
で
山
本
村
長
が
「
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
社
会
的

に
ま
た
村
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
、
来
年
も
再
来
年
も
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
行
な
っ

た
後
、
慶
祝
に
入
り
、
8
8
歳
（
男
6

人
、
女
1
6
人
）
、
9
5
歳
（
女
7
人
）
、

1
0
0
歳
（
女
3
人
）
、
金
婚
夫
婦
（
1
9

組
）
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
功
労
者
の

方
々
に
祝
詞
、
表
彰
状
、
記
念
品
な

ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
祝

宴
で
は
、
中
里
芸
能
協
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
、
飛
び

入
り
で
歌
も
出
る
な
ど
、
皆
で
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敬
老
の
日
前
の
1
2
日
㈹
、

村
内
で
め
で
た
く
1
0
0
歳
を
迎
え

ら
れ
た
方
々
に
、
十
日
町
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
藤
田
所
長
か
ら
内
閣
総

理
大
臣
と
新
潟
県
知
事
か
ら
の
お
祝

い
状
と
記
念
品
、
山
本
村
長
か
ら
長

寿
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
土
倉
の
小
林
マ
ツ
さ
ん
宅
で
は
、

孫
の
昌
一
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
家

族
皆
で
助
け
合
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
も
つ
と
も
つ
と
長
生
き
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

饗

無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
．
．
勲
総
　
．

、
鰻
、
．
鰯
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶏

臼
毒
　
　
難
誕
難
藝

　
蓼
薬

▲100才を迎えた桑原ノブさん（上山・左）と

　山本キヨさん（上山）

△臨る姿も若々しく

▲十日町地域福祉センターの藤田所長から

　100歳を迎えた小林マツさんへお祝い状の贈呈

欝
灘
難
蹴

▲長寿を祝って乾杯！

　　　　　欝
　　　　譲湿

　　撫

▲88才を代表して阿部クニさん（高道山）に

　祝詞と記念品贈呈
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『
讐
禦
冠
親
子
ふ
れ
あ
い
の
場
雛

9
月
1
8
日
㈲
、
貝
野
小
学
校
で
、
　
　
P
T
A
文
化
教
養
部
主
催
に
よ
る
「
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
音
楽
鑑
賞
会
」
が
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
、
竹
楽
器
に
よ
る
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

饗
種
競
技
艦

　
　
　
　
　
熱
戦
展
園

　
9
月
2
9
日
㈹
、
「
第
3
回
津
南
町
中

里
村
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
」
が
行

な
わ
れ
、
各
小
学
校
の
5
・
6
年
生

の
児
童
が
1
0
0
m
、
8
0
0
m
、

走
り
高
跳
び
な
ど
の
競
技
に
挑
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
津
南
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
保
護
者
の
方

た
ち
も
大
勢
応
援
に
駆
け
つ
け
、
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲子どもたちも一緒に演奏

濃霧　
繰

た
。　

音
楽
鑑
賞
会
は
、
竹
の

素
材
を
生
か
し
な
が
ら
管

楽
器
、
弦
楽
器
、
打
楽
器

を
自
ら
製
作
し
、
音
楽
祭
、

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る

傍
ら
、
劇
音
楽
や
C
M
音

楽
を
手
掛
け
る
な
ど
、
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

広
く
活
動
し
て
い
る
「
竹

こ
た
ん

鼓
舌
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ

を
招
き
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

見
慣
れ
な
い
竹
を
使
っ
た

　
　
叢

玄　’▲決勝進出目指餐熱戦展開

様
々
な
楽
器
を
使
い
、
外
国
の
民
謡
、

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽

な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
途
中
、
子
ど
も

た
ち
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た
楽

器
を
手
に
持
ち
一
緒
に
演
奏
に
加
わ

り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
南
雲
ま
つ
子
文
化
教
養
部
長
は
、

「
今
ま
で
は
先
生
と
父
兄
と
の
2
年

に
1
回
の
研
修
旅
行
で
し
た
が
、
今

回
、
親
と
子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て

何
か
を
し
た
い
と
思
い
計
画
し
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
形
の
音
楽
鑑
賞
会

は
今
回
初
め
て
の
試
み
で
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
が
良
け
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
も
音
楽
に
限
ら
ず
、
親
子
で
一
緒

に
触
れ
合
え
る
研
修
会
を
計
画
し
て

行
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

0
』
．
』
．
』
：
g
．
』
：
．
』
．
』
．
』
o
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』
：
：
：
o
：
c
：
g
．
』
．
』
g
．
』
κ

●』oouし●oouし●し●しの●』●』uoo●』uooし●●』uo

・
中
馨
董
簗
叢
難

（
9
／
1
0
　
清
田
山
自
然
運
動
公
園

　
・
村
民
体
育
館
）

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

　
1
位
池
田
優
（
宮
　
中
）

　
2
位
　
広
田
昌
人
（
干
　
溝
）

　
3
位
　
山
本
健
吉
（
通
り
山
）

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

　
1
位
高
野
綾
子
（
十
日
町
市
）

　
2
位
　
樋
口
綾
香
（
十
日
町
市
）

　
3
位
　
桜
井
志
野
（
上
　
山
）

・
蕎
木
輝
舞
簗
ヌ
猟
会

（
1
0
／
1
　
村
民
体
育
館
）

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

　
1
位
　
池
田
　
優
（
宮
　
中
）

　
2
位
　
樋
口
賢
治
（
干
　
溝
）

　
3
位
　
広
田
昌
人
（
干
　
溝
）

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

　
1
位
　
高
野
綾
子
（
十
日
町
市
）

　
2
位
　
樋
口
綾
香
（
十
日
町
市
）

　
3
位
　
桜
井
志
野
（
上
　
山
）

nnn『●nno『旧nno『●『●o『旧『旧nn『旧『●

γ
3
●
J
3
3
3
3
●
」
3
3
●
」
3
3
．
J
3
3
●
J
●
J
●
J
●
J
●
J
●
」
●
」
3
●
J
●
J
●
」
3
●
J
3
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘
辮
き
　

撰
響
《
り
マ
ス
コ
ツ
醸
羅

　
、
嚢
墾
運
転
を
呼
び
准
盤

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
最
終
日
と
な
っ
た
9
月
3
0
日
㈹
、

田
沢
小
学
校
の
3
年
生
の
児
童
52
人
が
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト

を
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
児
童
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
人
一
つ
ず
つ
「
自
転
車
や
歩

行
者
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
、
「
安
全
運
転
し
ま
し
ょ
う
」

な
ど
と
書
か
れ
た
短
冊
の
つ
い
た
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作

り
、
田
沢
小
学
校
前
の
国
道
1
1
7
号
線
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手

渡
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
か
ら
の
突
然
の
贈
り
物
に
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
少
し
戸
惑
い
な
が
ら
も
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

縫嚢譲灘　
鍵

縫

▲安全運転をお願いします

平成12年／0月10日広報なかさと7



　
9
月
9
日
㈲
、
ユ
ー
モ
ー
ル
多
目

的
ホ
ー
ル
で
、
中
里
村
商
工
会
青
年

部
企
画
に
よ
る
演
劇
公
演
「
な
か
さ

と
村
立
i
あ
り
が
と
う
大
学
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
4
0
0
人

を
超
え
る
人
で
埋
ま
り
、
立
ち
見
も

出
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
創
作
ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け
た
ス
テ

ー
ジ
は
、
本
格
的
な
照
明
も
加
わ
り
、

忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
捨

て
た
く
て
も
捨
て
き
れ
な
い
故
郷
に

対
す
る
熱
い
思
い
が
熱
演
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
演
の
発
案
者
で
原
作
者

の
杉
谷
清
之
商
工
会
演
劇
班
班
長
は

「
自
分
の
殻
を
破
っ
て
新
し
い
こ
と

》
プ
ロ
顔
負
け
の
熱
演
で
し
た

に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
始
め
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
が
、
人
が
ほ
と
ん

ど
集
ま
ら
ず
苦
労
し
た
。
仕
事
が
終

わ
っ
た
夜
の
7
時
半
か
ら
深
夜
1
2
時

ま
で
、
お
盆
休
み
も
返
上
し
て
練
習

を
重
ね
て
き
た
。
台
詞
を
覚
え
て
も

場
面
や
流
れ
に
合
っ
た
感
情
表
現
や

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
の
に
悩
み
、
精

神
的
に
疲
れ
体
重
も
4
～
5
㎏
減
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
囲
公
演
終
了
後
、
会
う
人
会
う
人
、

か
ら
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
い
う
声
を

い
た
だ
き
、
演
劇
を
や
っ
て
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
行
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
今
後
の
抱
負
も

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
脚
本
・
構
成
・
演
出
を
手
掛
け
た

商
工
会
の
井
上
公
則
さ
ん
は
「
出
演

者
が
最
終
的
に
決
ま
っ
た
の
が
公
演

1
週
間
前
く
ら
い
。
当
初
反
響
が
全

然
無
く
、
本
当
に
公
演
が
で
き
る
の

か
な
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
今
回
の

演
劇
を
き
っ
か
け
に
、
色
々
な
人
た

ち
が
こ
う
い
う
活
動
を
始
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
し
、
や
る
気
が
あ

れ
ば
何
と
か
な
る
と
い
う
こ
と
を
今

回
少
な
か
ら
ず
表
に
出
せ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
￥
こ
ん
な
季
節
料
理
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
「
ト
マ
ト
の
詰
め
物
焼
き
」
の

作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
ト
マ
ト
は
上
部
を
2
㎝
位
切
り
落
と

　
し
、
ス
プ
ー
ン
で
中
身
を
く
り
抜
く
。

　
切
り
□
を
下
に
し
て
し
ば
ら
く
置
き
、

　
り
下
味
を
付
け
る
。

亀
雛
織

．
嚢
鷺

水
気
を
切
っ
て
塩
、
こ
し
ょ
う
を
ふ

②
エ
ビ
は
殻
を
む
い
て
背
ワ
タ
を
取
り
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
、
玉
ね
ぎ
と
マ

　
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
は
薄
切
り
に
し
、
一
緒
に
バ
タ
ー
で
さ
っ
と
紗
め
る
。

③
鍋
に
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、
小
麦
粉
を
振
り
入
れ
て
粉
臭
さ
が
な
く
な
る
ま
で

　
色
づ
か
な
い
よ
う
に
紗
め
る
。
牛
乳
を
少
し
ず
つ
加
え
て
溶
き
の
ば
し
ホ
ワ

　
イ
ト
ソ
ー
ス
を
作
る
。

④
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
に
妙
め
た
材
料
を
加
え
て
よ
く
和
え
、
塩
、
．
こ
し
ょ
う
で

　
味
付
け
し
、
く
り
抜
い
た
ト
マ
ト
に
詰
め
る
。

⑤
耐
熱
の
器
に
並
べ
、
2
5
0
度
に
熱
し
た
オ
ー
ブ
ン
で
約
12
パ
刀
間
焼
く
。
焼

　
き
あ
が
る
直
前
に
粉
チ
ー
ズ
を
ふ
り
、
チ
ー
ズ
に
軽
く
焼
き
色
が
つ
く
ま
で

　
も
う
一
度
焼
＜
。

⑥
焼
き
あ
が
っ
た
ら
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
上
に
ふ
り
か
け
、
レ
モ
ン
を

　
4
つ
切
り
に
し
て
添
え
て
出
来
上
が
り
。

★
上
原
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ト
バ
イ
ス

・
ト
マ
ト
は
硬
め
の
物
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
は
焼
き
す
ぎ
る
と
皮
が
破
れ
て
く
ず
れ
や
す
く
な
る
の
で
焼
き
加
減

　
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
詰
め
物
焼
き
」
に
つ
い
て
一
盲

　
お
好
み
で
ト
マ
ト
の
中
に
詰
め
る
材
料
を
色
々
工
夫
し
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
玉
ね
ぎ
を
少
な
め
に
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
て
も
美
味
し
い
で
す
よ
。

こ
ぶ
し
会

　
上
原
ヨ
ネ
子
さ
ん
（
通
り
山
）

◆
「
詰
め
物
擁
き
」
の
材
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
人
分
）

・
ト
マ
ト
（
中
）
…
…
…
…
…
…
4
個

・
エ
　
ビ
…
…
…
…
…
…
／
2
0
9

・
玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
…
／
／
2
個

・
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
（
缶
詰
）
…
6
個

・
粉
チ
ー
ズ
…
…
－

・
パ
セ
リ
…
…
…
－

・
レ
モ
ン
…
－
し
…

・
バ
タ
ー
…
…
…
－

・
塩
、
こ
し
ょ
う
：

…
…
大
さ
じ
ー

…
…
：
：
…
少
々

…
…
／
／
2
個

－
－
…
大
さ
じ
ー

：
：
…
…
…
少
々

撫
欝
鰭
総
製
ー
災
の
灘
繕

・
バ
タ
ー
…
－

・
小
麦
粉
…
－

・
牛
乳
…
－

…
…
－
－
…
大
さ
じ
ー

…
…
…
…
大
さ
じ
4

…
…
…
…
カ
ッ
プ
ー

羨
　
　
題
　
鳴
5

“
鹿

　
　
　
　
難
難
鑛
懇

》
バ
タ
ー
の
風
味
と
ト
マ
ト
の
酸
味
が

　
き
い
て
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す 　　　　　　難　　　　難難
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　　　　　　　　　　れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　己　　　　　　　　　　　　　　　　　言　　　　　　　　　　　　中　　　　　　　　⑳
　　　　薦

難
叢

　
　
　
　
　
　
　
難
馨

　
　
　
　
　
　
灘

　
世
界
32
力
国
1
4
2
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加

し
、
十
日
町
広
域
圏
6
市
町
村
（
十
日
町
市
、
川
西

町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）
を

会
場
に
7
月
2
0
日
か
ら
5
3
日
問
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

た
「
大
地
の
芸
術
祭
」
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
9
月
m
日
⑪
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
脇
の
「
星
の
広

場
」
で
行
な
わ
れ
た
閉
会
式
は
、
6
市
町
村
の
関
係

者
、
こ
へ
び
隊
な
ど
、
数
多
く
の
人
が
参
加
し
、
岩

崎
永
人
・
清
津
峡
樽
ば
や
し
育
成
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
竹
と
樽
の
楽
団
ラ
イ
ブ
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。

各
市
町
村
長
の
コ
メ
ン
ト
の
途
中
、
突
然
の
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
全
員
テ
ン
ト
に
逃
げ
込
み
、
式
典
が
中

断
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
平
山
県
知
事
も
駆
け
つ
け
、
こ
へ
び
隊
と
大
合
唱

す
る
な
ど
、
記
憶
に
残
る
閉
会
式
に
な
り
ま
し
た
。

》
こ
へ
び
隊
か
ら
皆
さ
ん
ヘ

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

〈
知
事
も
加
わ
り
大
合
唱

〉
竹
と
樽
の
楽
団
ラ
イ
ブ
で
開
会

叢雛祭縷蓼後灘鑑臓羅釜嶺癬罷嚢笏斡蒙霧

　会期終了後もいくつかの作品を鑑賞することができます。

詳しくは、実行委員会事務局（EO257－57－2637）までおた

ずねください。

◆中里村で鑑賞できる作品

〉
雨
の
中
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
つ
け
る

　
こ
へ
び
隊
メ
ン
バ
ー

アーティスト名 設置場所 搾編名 設置期悶

ジャンニフラン

ソワ・ブラン ミオンなかさと
ブルーミング・

　　スパイラル 恒久設置

ホン・スン・ド ミオンなかさと入ロ 妻有で育つ木 恒久設置

北山善夫 旧　士　倉　分　校 死者へ、生者へ

11月5日までの
士・日曜・祝日の

9：00～17二30開館

牛　　　　波 ユ　ー　モ　ー　ル 克雪人 恒久設置
オル・

　オギュイベ
黄　　桜　　の　　丘 いちばん長い川 恒久設置

ジヤウマ・

　　プレンサ
ミオンなかさと 鳥たちの家 恒久設置

坂ロ寛敏 ミオンなかさと
暖かいイメージの

ために一信濃川 恒久設置

リチャード・

　ウィルソン
中　里　中　学　校

日本に向けて北を

定めよ 恒久設置

平成12年／0月10日広報なかさと9



　
最
初
の
お
畢
さ
ん
が
生
ま
れ
だ
時

か
ら
付
け
驚
“
る
独
自
の
日
記
。
顧

番
下
の
自
由
欄
繕
は
畢
ど
描
の
成
長

記
録
も
記
さ
擬
驚
糖
て
．
読
み
返
す

と
楽
し
い
と
の
事
驚
ず
。
皆
さ
ん
梅

野
菜
等
の
品
目
欄
を
家
族
の
名
前
に

変
え
て
．
今
臼
が
姦
凋
記
巻
付
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
ア
麟
バ
イ
ザ

ー
さ
ん
は
．
毎
臼
ネ
ギ
の
出
荷
に
忙

し
い
富
井
さ
ん
驚
ず
。

　
夏
の
厳
し
い
暑
さ
も
過
ぎ
て
収
穫

の
秋
と
な
り
ま
し
た
。
米
は
今
年
も

大
豊
作
の
よ
う
で
す
が
、
価
格
が
下

が
り
喜
ん
で
も
い
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。
米
作
り
や
農
業
に
対
す
る
意
欲

も
無
く
な
り
、
離
農
者
も
出
る
の
で

は
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　
今
私
の
家
で
は
ネ
ギ
の
出
荷
を
し

て
い
ま
す
。
夏
の
暑
さ
と
水
不
足
で

生
育
も
悪
く
品
質
も
低
下
し
、
価
格

に
響
い
て
い
ま
す
。
市
場
で
は
様
々

な
野
菜
が
輸
入
さ
れ
て
、
店
頭
に
並

ん
で
い
ま
す
。
米
も
野
菜
も
輸
入
を

減
ら
せ
ば
私
た
ち
農
家
へ
の
影
響
も

少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
輸
入
品
に
負
け
な
い
、
天
候
に

も
左
右
さ
れ
な
い
、
そ
ん
な
強
い
野

菜
は
な
い
か
と
農
協
と
農
家
が
真
剣

に
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
焼

け
つ
く
よ
う
な
畑
で
汗
び
っ
し
よ
り

の
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
畑
に

水
を
ま
き
、
一
生
懸
命
育
て
た
野
菜

が
沢
山
の
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
野
菜
を
今
年
も
ラ
ピ
ー
ヌ
に
出

し
て
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
も
の

は
ほ
と
ん
ど
売
る
た
め
、
余
っ
て
捨

て
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
も

こ
れ
も
と
探
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。
8
月
末
に

は
東
京
品
川
納
涼
祭
り
に
も

売
り
に
行
き
ま
し
た
。
．
沢
山

の
野
菜
、
米
、
花
を
車
に
い

っ
ぱ
い
積
ん
で
、
関
係
者
2
0

人
で
行
き
ま
し
た
。
会
場
は

に
ぎ
や
か
で
、
大
勢
の
お
客

様
に
新
鮮
な
野
菜
を
買
っ
て

も
ら
え
ま
し
た
。
自
分
の
作

っ
た
野
菜
が
ど
ん
な
風
に
売

れ
る
の
か
、
お
客
様
の
反
応

を
見
た
か
っ
た
の
で
、
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
閉
店
前

に
は
完
売
し
、
今
年
も
大
成

功
で
し
た
。
ま
た
来
年
も
行

き
た
い
で
す
。

　
春
か
ら
ア
ス
パ
ラ
、
小
ネ
ギ
、
ネ

ギ
、
人
参
と
忙
し
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
1
日
が
訪
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
、
昨
日
の
こ
と
、
今

朝
の
こ
と
ま
で
忘
れ
て
覚
え
て
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
事
な
こ
と

ま
で
忘
れ
て
し
ま
い
失
敗
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
で
す
が
、

25

年
間
毎
日
付
け
て
い
る
日
記
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
日
記
の
書
き

方
を
紹
介
し
ま
す
。
文
章
に
す
る
と

な
か
な
か
続
け
る
の
が
大
変
で
す
が
、

こ
れ
は
1
日
1
行
、
1
ヶ
月
ー
ペ
ー

ジ
と
、
ご
く
簡
単
な
も
の
で
す
。
大

学
ノ
ー
ト
に
上
か
ら
日
付
、
天
気
、

主
な
行
事
、
そ
の
下
に
野
菜
の
品
目

別
に
線
を
引
き
、
余
っ
て
い
る
所
に

　　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　鱒

　　　　　　　　　　　螺
　　　　　　　　　　　．ノ

　　　　　　　　　　趨
　　　　　　　轟

　　　　　　　遷

〉
ネ
ギ
の
出
荷
は
一
日
6
0
箱
に
も
な
り
ま
す

そ
の
日
の
主
な
事
件
、
事
故
、
出
来

事
、
健
康
状
態
な
ど
思
い
つ
い
た
こ

と
を
書
き
、
各
項
目
の
所
に
は
、
内

容
を
要
点
だ
け
細
か
く
記
入
し
ま
す
。

書
き
き
れ
な
い
こ
と
は
余
白
を
利
用

し
て
日
付
を
入
れ
て
お
き
ま
す
。
厚

め
の
ノ
ー
ト
に
す
る
と
5
年
分
く
ら

い
書
け
ま
す
。
い
つ
何
を
し
た
の
か
、

ど
ん
な
1
日
だ
っ
た
の
か
一
目
で
わ

か
り
ま
す
。
文
章
が
無
く
て
も
思
い

出
せ
て
と
て
も
便
利
で
す
。
長
く
続

け
る
コ
ツ
は
、
あ
く
ま
で
自
分
中
心

に
書
く
こ
と
で
す
。
自
分
だ
け
わ
か

る
印
を
付
け
て
お
く
と
、
後
で
見
る

と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
毎
日
書
く
こ

と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
そ
れ
と
且

記
と
併
せ
て
農
協
発
行
の
家
計
簿
も

付
け
て
い
ま
す
。
年
末
に
は
通
帳
と

合
わ
せ
て
合
計
し
、
別
の
1
冊
に
ま

と
め
、
他
に
農
業
用
1
冊
、
交
際
用

1
冊
に
集
計
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

何
年
分
も
書
く
の
で
比
較
す
る
の
に

便
利
で
す
。
こ
れ
か
ぢ
日
記
を
付
け

て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
日
の
農
作
業
は
と
て
も
体
力
を

使
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
維
持
し
．

て
い
く
た
め
に
、
毎
年
人
間
ド
ッ
ク

に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
す
べ
て

異
状
な
し
で
し
た
。
来
年
の
日
記
に

も
異
状
な
し
と
書
け
る
よ
う
に
、
健

康
に
注
意
し
て
毎
日
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

老
い
て
「
新
し
い
自
分
」
と
出
会
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
久
子

少
年
に
わ
が
子
を
殺
さ
れ
た
親
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
沼
克
史

黄
金
仮
面
　
　
　
　
　
江
戸
川
乱
歩

マ
ン
ガ
ギ
リ
シ
ア
神
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
中
満
智
子

と
ら
の
ゆ
め
　
　
　
タ
イ
ガ
i
立
石

顔
、
上
・
下

　
　
　
　
シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

本
所
深
川
ふ
し
ぎ
草
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

金
子
み
す
璽
全
集
1
～
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
み
す
9

こ
い
ぬ
と
て
ぶ
く
ろ
　
矢
部
美
智
代

あ
な
ぐ
ま
メ
ル
く
ん
　
　
大
友
康
夫

遊
び
で
の
ば
す
見
え
な
い
学
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
裕
史

ふ
る
さ
と
の
伝
説
と
奇
談
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
部
定
治

江
戸
化
物
草
紙
　
　
A
・
カ
バ
ッ
ト

ゆ
め
の
こ
う
ま
　
　
や
な
せ
た
か
し

こ
ち
ら
七
不
思
議
探
検
隊

　
　
　
　
　
日
本
児
童
文
学
者
協
会

家
族
に
な
ろ
う
よ
！
　
江
頭
美
智
留

帰
っ
て
き
た
お
と
う
さ
ん
は

　
　
　
　
　
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
西
達
也

辛
汁
武
士
道
　
　
　
　
　
桜
田
晋
也

体
に
い
い
家
長
持
ち
す
る
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
健
司

10



）は　
　
　
　
事
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三ない運動

贈らなし、

碗
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（
国

一
隔
、

’

態
．

δ
し
一

束めない

㊥
裾

　
の
　
　
∂

　
　
一
（

　
　
短
し

鰍
饗
、

　
し

　　6）の聡る．分
、需o力　肉’・

・…ei粥　甥
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◆
投
票
で
き
る
時
間

　
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
7
時

か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

投
票
所
に
よ
っ
て
は
閉
鎖
時
間
を
繰

り
上
げ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
（
詳
し
く
は
広

報
な
か
さ
と
お
知
ら
せ
版
9
月
2
5
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◆
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
に

　
　
　
　
　
印
刷
さ
れ
郵
送

　
今
回
の
選
挙
か
ら
、
入
場
券
が
各

世
帯
ご
と
に
ハ
ガ
キ
に
印
刷
さ
れ
て

郵
送
さ
れ
ま
す
。
投
票
日
当
日
、
各

自
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
万
一
紛
失
し
た
り
忘
れ
た
場
合
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
は
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
候
補
者
の
名
前
は

　
　
　
　
　
　
は
っ
き
り
と

　
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
書
い
た
字

欝
レ

ル
ー
ル
ち

守
つ
て

．
．
、
な
り
⑭
）
㊧

運
動
で

明
3
い

選
挙
を
！

が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
無
効
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
候
補
者
の

名
前
は
は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
よ
う
。

※
身
体
が
不
自
由
な
た
め
、
自
分
で

投
票
用
紙
に
書
け
な
い
人
は
、
投
票

所
で
係
員
に
申
し
出
れ
ば
代
理
投
票

の
補
助
者
か
ら
代
筆
し
て
も
ら
え
ま

す
。

　
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票
の

　
　
手
続
き
は
簡
単
で
す

　
都
合
に
よ
り
選
挙
当
日
投
票
に
行

け
な
い
方
は
、
役
場
一
階
の
不
在
者

投
票
所
で
不
在
者
投
票
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。
不
在
者
投
票
所
に
あ
る
「
宣

誓
書
」
の
該
当
す
る
理
由
に
○
を
付

け
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
等
を

書
く
だ
け
で
、
ハ
ン
コ
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※
入
場
券
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
（
無
く
て
も
投
票
で
き

ま
す
）

み
ん
な
で
明
る
い
選
挙

　
　
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

　
明
る
い
選
挙
と
は
「
贈
ら
な
い
、

求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
」
の
ル

ー
ル
を
守
り
、
自
分
の
考
え
で
正
し

く
投
票
す
る
選
挙
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　
村
で
は
1
4
名
の
委
員
で
構
成
す
る

「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」
を
設
け
、

街
頭
で
の
棄
権
防
止
チ
ラ
シ
の
配
布

や
巡
回
広
報
な
ど
明
る
い
選
挙
の
推

進
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

　
白
倉
増
之
（
小
原
）
、
富
井
一
男
（
市

之
越
）
南
雲
久
兵
（
芋
川
）
、
南
雲
昭

治
（
堀
之
内
）
、
林
真
砂
子
（
山
崎
）
、

大
口
徳
次
（
重
地
）
、
吉
楽
重
光
（
宮

中
）
、
瀧
澤
達
雄
（
田
中
）
、
南
雲
進

（
堀
之
内
）
、
樋
口
文
平
（
荒
屋
）
、
小

林
作
平
（
土
倉
）
、
藤
田
博
（
田
中
）
、

保
坂
秀
一
（
芋
沢
）
、
齋
藤
馨
爾
（
本

屋
敷
）

平成12年9月の入札結果
鑑　　　事　　　名 場　　所 叢事　費 講　負　業　者

平成12年災第96号重地小出線災害復旧工事 重　　地 1，890，000円 南雲産業南雲久作
平成12年災第97号重地小出線災害復旧工事 小　　出 1，365，000円 有限会社宗家土建
程島地区配水管布設替工事 程　　島 4，851，000円 有限会社富井電気
村道倉下土倉線舗装工事 土　　倉 2，940，000円 上越舗道株式会社
貝野地区配水管布設替工事 堀之内 2，583，000円 大隆建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（7工区） 倉　　俣 3，360，000円 南雲産業南雲久作
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（16工区） 山　　崎 7，980，000円 大村建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（04工区） 山　　崎 2，625，000円 有限会社山田建設
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（03工区） 倉　　俣 5，932，500円 大隆建設株式会社
中央地区配水管布設工事（5工区） 山　　崎 1，312，500円 有限会社樋口水道

平成12年10月10日広報なかさと11



囹國回回

江ロ琉斗くん（1歳）⑧
隆之・紅美さん夫妻の長男（干溝）

　外で遊ぶことが大好きな琉斗くん。

砂場で団子やお山を作ったり、お母

さんと一緒にブランコに乗ったりし

ています。家の中ではいたずら小僧

に大変身。あちこちにシールを貼っ

たり、マジックで落書きしたりで、

お母さんに怒られます。でも、そこ

は元気な琉斗くん。怒られてもめげ

ずに、いつも笑ってごまかします。

　お母さんは琉斗くんにr素直で明

るく元気に」と、家族皆はr将来は

お笑い系詔劉罎話醐麺励まiす。

自
衛
隊
鐵
獲
馨
集
／

◆
受
験
資
格

　
平
成
侶
年
4
月
1
日
現
在
巧
歳
以

上
1
7
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業

者
（
平
成
1
3
年
3
月
卒
業
見
込
み
の

者
含
む
）

◆
受
付
期
間

　
平
成
1
2
年
1
1
月
6
日
㈲

　
　
　
　
～
平
成
1
3
年
1
月
5
日
㈹

◆
試
験
目
　
平
成
1
3
年
1
月
7
日
㈲

◆
待
遇

　
生
徒
教
育
3
年
終
了
時
に
は
、
次

の
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。

・
陸
上
自
衛
隊

　
　
神
奈
川
県
立
湘
南
高
等
学
校

・
海
上
自
衛
隊

　
　
広
島
県
立
西
高
等
学
校

・
航
空
自
衛
隊

　
　
私
立
科
学
技
術
学
園
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
県
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出

　
張
所
（
担
当
　
奥
田
）

　
長
岡
市
学
校
町
2
1
9
1
2
6

　
盈
0
2
5
8
－
3
3
1
0
2
5
6

　
ま
た
は
、
役
場
総
務
課

難
病
鵜
雛
嚢
開
催

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
難
病
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
手
足
の
ふ

る
え
、
ふ
ら
つ
き
、
転
び
や
す
い
、

歩
き
に
く
い
な
ど
運
動
機
能
に
障
害

が
あ
り
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
1
0
月
2
7
日
團
　
午
後
2
時
～
4
時

　
（
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
受
付
）

◆
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

　
神
経
内
科
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

※
予
約
制

◆
医
師

　
国
立
療
養
所
西
小
千
谷
病
院

　
　
　
副
院
長
　
石
川
　
厚
　
先
生

◆
費
用
　
無
料

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
　
保
健
指
導
係

　
E
5
7
－
2
4
0
0

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
1
週
間
前
ま

　
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

助
産
婦
儀
藻
る
等
育
て
・

　
　
女
性
健
康
叢
緩
相
談

・
鷺
話
稠
談

◆
相
談
日

　
中
越
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

◆
受
付
時
間
　
午
後
1
時
～
4
時

◆
受
付
電
話
番
号

・
中
越

　
0
9
0
1
2
6
6
7
－
5
4
3
3

・
業
所
相
談

◆
相
談
日
　
毎
週
火
・
木
曜
日

◆
受
付
時
間
　
午
後
1
時
～
4
時

◆
場
所

淺
§
§
§
§
§
§
§
§
§
暑
♀
∂
暑
♀
」
§
暑
暑
§
§
§
暑
§
§
♀
」
§
§
g
∂
暑
§
§
講

　
新
潟
助
産
婦
会
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
（
新
潟
市
上
大
川
前
2
1
1
4
0
）

◆
問
合
せ
先

　
㈹
日
本
助
産
婦
会
新
潟
県
支
部

B
O
2
5
i
2
6
7
1
9
7
7
2

※
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

「
ど
縷
絶
の
田
擁
ふ
れ
あ

い
・
体
験
．
携
蟹
鍵
・
と
お

か
ま
ち

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
土
木
の

仕
事
が
あ
り
、
地
域
の
生
活
を
支
え

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　
槍
月
2
1
日
ω

　
午
前
絶
時
～
午
後
3
時

◆
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
0
脇
広
場

◆
内
容

　
測
量
機
器
・
体
験
・
展
示
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
建
設
機
械
・
展
示
・
体

㈱⑳㊥巾噸伽⑳⑳⑳鵬⑳㈱⑳㈱㈱

験
試
乗
コ
ー
ナ
ー
、
除
雪
機
械
・
展

示
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
砂
防
模
型

実
演
コ
ー
ナ
ー
、
高
原
野
菜
直
販
コ

ー
ナ
ー
、
造
園
コ
ー
ナ
ー
、
錦
鯉
つ

か
み
ど
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

行
政
蕎
墨
傭
嚢
る
無
料

相
談
所
開
設

　
新
潟
県
行
政
書
士
会
で
は
、
「
無
料

相
談
所
」
を
開
設
し
、
官
公
署
へ
の

各
種
許
認
可
申
請
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
1
0
月
2
2
日
旧

　
午
前
絶
時
～
午
後
3
時

◆
場
所

　
ザ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
　
特
設
会
場

◆
相
談
内
容

　
官
公
署
へ
の
許
認
可
手
続
き
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭

《
第
5
回
な
か
さ
と
ト
キ
メ
キ
六
学

◆
日
　
時

◆
場
　
所

◆
内
　
容

◆
講
　
師

m
月
欝
日
働
　
午
後
7
時
3
0
分
～

中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
「
ダ
ム
の
下
流
の
は
な
し
」

　
　
　
～
ダ
ム
と
溝
流
黒
部
川
の
現
状
か
ら
～

黒
部
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
砺
究
会
　
副
会
長
　
霜
野
久
騨
様

　　　　　　》矯　　　欄騙閣闘

爾幽幽師巾師伽砲⑳伽⑳巾伽磯

翻
♀
ぴ
§
e
3
§
§
§
g
δ
♀
σ
e
5
♀
α
暑
♀
α
g
δ
♀
」
§
§
§
♀
」
§
§
暑
§
§
§
§
§
§
§
♀
α
毬
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麟麟圏圏

慧・縫鎌

姻樋・髪す雲｝白羽毛

職｛島．田黎ゆ苔｝倉俣

箪飾螺蟹｝上山

｛瀬切肇行　芋　沢
武田智子　十日町市

｛鈴木和人　重　地
根津裕子　十日町市

山本和則（31）山　崎

樋ロテル（82）上　山

鈴木　 進（49）角　間

太島キクイ（90）白羽毛

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振替目
（10月31日〉

（1Q月31日）

（10月31日〉

（耀0月31［ヨ）

（10月25日）

（10月25日〉

2
0
0
V
体
験

　
　
　
ク
ッ
羅
灘
遜
教
室

◆
日
時

　
1
0
月
2
6
日
困

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

◆
内
容

　
「
洋
風
お
も
て
な
し
料
理
」

・
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
リ
ツ
ク
ト
ー
ス
ト

・
ひ
れ
肉
の
マ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス
か
け

・
花
野
菜
と
魚
貝
の
ザ
フ
ラ
ン
ス
ー
プ

・
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

ク
ツ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　　◆りああち◆※◆　◆蒼吉蓉手碧し毯三客字要吉癖箭ll昌第智奢
消
防
車
、
は
し
ご
車
試
乗
、

こ
救
助
隊
、
動
物
と
の
ふ
れ

濃
煙
体
験
、
火
お
こ
し
、
綿

ど
、
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ

○

せ
先

町
地
域
消
防
署
南
分
署

5
－
2
4
8
0

5
日
日

イ
ー
1
　
　
　
　
（

10

時
～
午
後
3
時

町
地
域
消
防
署
南
分
署

の
場
合
は
津
南
町
総
合
セ
ン

さ
ま
セ
ン
タ
ー

2
1
3
1
0
7

“
圃
消
防
広
場

税
税
料
料
金
道

　
　
険

民
　
　
　
年
水

　
保
保
育

県
護
民
下

村
国
介
．
保
国
上

■
■
■
■
■
■

蹴藝薄嘗故團薩謹盟
蓬灘戴鯉鑛獺諦蕪籔鐙業繋懸緯

32件

、第1弾

●交通事故件数

●死

●傷

者

者

1人

●死亡事故ゼロ

41人

116日

遣
　
い
み
寄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
。

心
た
、
お
　
　

函
　
品
す

た
き
と
で
　
　
　
　
投
送
　
作
　
ま
　
券
券

し
　
お
こ
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
に
郵
　
　
1
0
　
　
し
　
　
書
　
事

と
。
て
る
言
　
　
　
　
箱
て
　
位
　
考
　
図
食

ツ
す
し
な
の
　
　
　
　
　
　
　
　
募
し
　
，
　
上
　
　
選
　
　
…

ヨ
ま
心
に
様
　

す
応
入
り
り

チ
い
い
気
皆
　
∂
　
！
　
ま
　
　

、
記
　
　
よ
　
　
よ
　
　
）
　
ア

の
て
互
頃
を
。
す
　
泉
　
き
　
　
上
を
　
　
に
　
　
に
　
　
名
　
名

ん
れ
お
日
等
す
ま
　
温
　
で
　
　
の
号
　
　
票
　
　
員
　
　
3
　
3
　
　
1

ほ
わ
、
。
と
ま
き
柳
の
　
募
　
　
入
番
　
　
投
　
　
査
　
　
（
　
（
　
　
1

の
言
ら
た
こ
い
だ
川
慢
応
記
話
の
審
門
門
8

人
と
か
レ
陰
警
自
も
、
を
電
　
様
　
た
　
部
榔
　
叫

一
切
様
ま
思
し
レ
語
が
で
レ
項
、
客
し
柳
杉

人
大
皆
し
と
ち
て
標
一
　
た
　
さ
事
所
　
　
お
　
　
出
　
　
川
　
川
　
係
3

一
、
聾
誌
糞
雰
ぬ
護
註
　
し
　
灘
　
　
　
製

は
た
だ
こ
い
を
示
関
様
　
ら
　
募
と
齢
　
　
示
　
　
と
　
　
券
　
券
　
募

躍
謝
轍
論
鰻
蹴
濡
喘
惣
。
叙
儲
議
嘱

々
よ
頃
川
な
。
た
　
　
　
　
　
ら
え
き
　
考
品
す
考
査
　
部
門
　
門
問
か
01

方
を
日
・
ん
い
れ
品
マ
切
格
法
ち
備
が
法
選
作
ま
選
審
　
の
部
部
部
・
な
8
5

④
鰍
鳳
隔
脱
燃
蹴
鮮
熱
鎖
動
礎
謙
紺
莇
吹
瞬
臥
款
騰
品
牲
騙
脚
騙
肋
わ
蛉

多
が
今
を
な
く
※
募
テ
募
応
応
次
施
官
審
第
　
選
第
　
賞
小
　

一
　
申
ミ
〒

　
い
　
事
ん
せ
（
◆
◆
◆
◆
◆
　
①
②
◆
・
　
　
・
　
◆
・
　
・
　
◆
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村内の小学生が一堂に会し、合奏や合唱などを発表します。

入場無料で、一般の方も入場できます。多くの皆さんのご来場

をお待ちしています。

◆日時10月27日囲午後1時30分～3時50分

◆会　場　貝野小学校体育館

◆内　容　太鼓演奏、詩吟、合唱、器楽演奏など

◆入場料　無料（※一般の方も鑑賞できます）

自動車を売買したり、住所などが変わったとき、あるいは自

動車の使用をやめたときには、最寄りの陸運支局、自動車検査

登録事務所で所定の登録手続きを行なうことになりますが、月

末には窓口が大変混雑します。特に、登録を受けていない（新

車または中古車でナンバーのついていない）自動車を使用する

際の手続きを月末にしますと、納車が翌月になったりして、税

制面などの経費負担が大きくなる場合がありますので、比較的

空いている「月初め」に登録手続きをするようお願いします。

◆問合せ先

長岡自動車検査登録事務所

長岡市摂田屋町字外川2643番1

　　　　　　　　盈0258－22－1131
◆軽自動車に関する問合せ先

軽自動車検査協会新潟主管事務所長岡支所

長岡市平島1丁目3番地　　盈0258－22－0555

10／15 大坪底院禅碕謝
胃
・
1
0
／ 22

』■■■7　　　　　　　　　　　　　　　　，

田中外科医院響箭響

上村病院舗3里2謬

葭10／29 たかき医院響箭鶏

　
皆
さ
ん
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
何
年
か
前
、

集
落
セ
ン
タ
ー
の
脇
で
お
年
寄
り
が

や
っ
て
い
た
の
で
、
飛
び
入
り
で
参

加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
3
つ
の

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
ら
せ
、
ゴ
ー
ル
ポ
ー

ル
に
当
て
る
だ
け
の
単
純
な
ゲ
ー
ム

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
や
っ

て
み
て
び
っ
く
り
。
ち
密
な
作
戦
と

集
中
力
が
必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
。

　
頭
を
使
っ
て
考
え
る
こ
と
、
仲
間

と
楽
し
み
な
が
ら
か
ら
だ
を
動
か
す

こ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
呆
け
や
老

化
を
防
止
し
、
お
年
寄
り
が
い
つ
ま

で
も
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
る
秘
訣
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　　　　　　　　　　　　　　マ　10月15目～11月5日
　　　　　　　　“
カレンター

鍵 獄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搬　　　　　　　　　　　　　　　灘　　鱗毒

轟

15（日ン

村民健康ミオンウォーク　合ミオンなかさ
と　08二30～
消防広場　合十日町地域消防南分署（※雨
天津南町総合センター）010二〇〇～15：00

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（D11二〇〇～11二40

16（月）

17（火） 遊びの教室　合総合センター
（⊃9：30～10：00受付

18㈱
ッベルクリン検査　合保健センター
∈）14二〇〇～14二30受付

補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

19休）

20囲
ッベルクリン判定及びBCG　合保健セン
ター　（D14：00～14二30受付

心配ごと相談（樋□虎治郎）合ディサービ
スセンター　013：30～16二〇〇

21（土） ミュージック・プラネ　合ユーモール
（D19：30～

22（日）

新潟県知事選挙投票日
中里バスケットボール大会合中里中学校
1本育館　　（D8：00～

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（D11二〇〇～11二40

23（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
（D15：30～16：00

24㈹

25㈱ 妊婦歯科健診・母親学級　合保健センター
（D13：00～13二30受付

26休）

27囲
心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス
セ！ンター　（D13二30～16二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
（1）13二30～16二〇〇

28（土）

29（日）

30（月）

31（火》

1㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場
（1）13二45～14二〇〇

2㈱ 心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービスー
セ：ンター　（D13二30～16二〇〇

3囲

祝日　文化の目
村民芸能祭　合ユーモール
010二〇〇～14二〇〇

村民芸術祭（5日まで）
合総合センター・保健センター
09：00～20：00（5日のみ16二〇〇まで）

4（土）

5（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　』（D11：00～11二40

　　　　灘鐵灘灘醗鱗嚢雛籔叢叢護翻欝灘1隷灘綴藍

　　　　　　　　　　　　　　叢鞭鎌縷懇懸
憲　　　繊

　　　9月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，272人（十1）

　　　女3，265人（一8）
　　　計6，537人（一7）
●世帯数　　　　1，715　（一2）
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